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柳
沢
公
民
館
を
拠
点
に
、
若
き
マ

マ
た
ち
が
集
ま
り
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動

を
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

一
昨
年
の
柳
沢
公
民
館
主
催
「
乳

幼
児
を
持
つ
お
母
さ
ん
の
講
座
」
終

了
後
、
13
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
、

発
足
し
ま
し
た
。
代
表
者
は
現
役
の

歌
手
、
Ｃ
Ｄ
ま
で
出
し
て
い
る
お
母

さ
ん
で
す
。

　

こ
の
講
座
に
参
加
し
た
き
っ
か
け

は
、「
子
ど
も
を
保
育
室
に
預
け
て

学
習
で
き
る
」、「
1
日
中
子
ど
も
と

向
き
合
っ
て
い
る
と
、
暴
言
を
吐
き

そ
う
に
な
る
」
、「
閉
塞
感
を
感
じ

な
が
ら
、
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
」、

等
々
。

　

講
座
の
最
初
、
講
師
の
先
生
か

ら
、「
親
子
の
関
係
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
１
人
の
人
間
と
し
て
認
め
合

い
、
個
性
が
発
揮
さ
れ
て
こ
そ
、
真

の
人
間
関
係
が
築
き
上
げ
ら
れ
る
」。

こ
の
言
葉
に
ハ
ッ
と
し
、
こ
れ
ま
で

の
自
分
か
ら
、
一
気
に
解
き
放
た
れ
、

心
が
楽
に
な
っ
た
、
そ
し
て
20
回
の

講
座
か
ら
、
参
加
者
同
士
が
近
づ
き
、

刺
激
を
受
け
な
が
ら
少
し
づ
つ
変
っ

て
い
く
自
分
を
発
見
し
て
い
っ
た
そ

う
で
す
。

　

13
人
の
メ
ン
バ
ー
は
、
元
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
添
乗
員
、
メ
モ
と
り
が
上
手

な
人
、
な
ど
な
ど
、
多
才
な
面
々
。

グ
ル
ー
プ
名
の
由
来
は
、「
白し

ろ
が金

ネ

ー
ゼ
」
を
意
識
し
、
柳
沢
界
隈
を
闊か

っ

歩ぽ

す
る
女
性
群
と
い
う
造
語
で
す
。

自
分
た
ち
が
輝
き
、
地
域
を
変
え
て

い
こ
う
と
い
う
発
想
か
ら
、
こ
の
名

前
に
し
た
そ
う
で
す
。

　

発
足
後
、
ま
だ
１
年
で
は
あ
り
ま

す
が
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
参
加

し
た
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意

分
野
を
い
か
し
て
企
画
し
、
駅
前
か

ら
地
域
を
変
え
て
い
こ
う
と
、
積
極

的
に
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
柳
沢
公
民
館
主
催
の
日

本
語
講
座
と
の
コ
ラ
ボ
も
実
現
さ

せ
、
外
国
の
人
た
ち
と
の
交
流
も
図

り
ま
し
た
。
子
ど
も
同
士
も
保
育
室

で
交
流
し
て
い
ま
す
。
先
日
も
、
町

の
中
で
、
子
ど
も
が
犬
を
見
て
「
Ｄ

Ｏ
Ｇ
」
と
叫
ん
だ
こ
と
に
驚
き
、
親

が
気
が
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で
、
大
き

く
成
長
し
て
い
る
姿
を
発
見
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
、
自
分

の
こ
と
だ
け
し
か
考
え
て
い
な
か
っ

た
が
、
地
域
・
子
育
て
・
仲
間
を
含

め
て
、
物
事
を
広
く
考
え
て
い
く
自

分
に
も
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の

活
動
か
ら
西
武
柳
沢
駅
周
辺
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
、
お
母
さ
ん

だ
け
の
サ
ー
ク
ル
で
は
な
く
、
お
父

さ
ん
を
含
め
た
サ
ー
ク
ル
を
考
え
て

い
る
と
、
話
は
盛
り
上
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。

「
柳や

ぎ

ネ
ー
ゼ
」

�

～
柳
沢
に「
柳
ネ
ー
ゼ
」
あ
り
！
～

○“心の平和”です。毎日を楽しいと思えること、一緒にいる人たち

も楽しんでもらえること…それを一番にできることが平和です。で

も、自分が平和に感じられるということの裏には、社会的な仕組み

なりがきちんと働いている…という現実は確実にあります。ですか

ら、社会人としても役割を果たしたいです。（30代・女性）

○争いがなくて、人間らしく生きられること。いいものじゃないですか。

（15歳・男性）

○みんなが笑顔で、気持ちが平和であること。（18歳・男性）

○戦争がないこと、争いがないこと、対立がないこと、泥棒がいない

こと、犯罪がないこと、今は平和ではない。（13歳・男性）

○愛、平等、相手を思いやること。（50代・女性）

○平和について日頃意識してこなかったが、最近、外国の紛争地域や

沖縄の基地問題などをニュースで見て、平和ボケしている自分に気

づいた。今の状態が当たり前ではないんだよと自分の子どもに意識

付けしていきたい。（40代・女性）

○わからない、ぱっと言われても…生まれてずっと平和だから。今こ

うして文化活動ができることが平和。息子が戦争に行かなくていい

社会。（60代・女性）

○いつもどおりに過ごせること。友だち４人で宿泊し、料理をしたり

楽しいひと時を過ごしているときに、ふと、平和だな、と思います。（16

歳・男性）

○日本はなんでもある。危なくない（治安がよい）、交通のアクセスが

よい、食べ物が豊富、すべてに満足している。これが平和といえる。（40

代・女性・フィリピン）

○一人ひとり、お互いに嘘をつかず、いじめもせず、話をすることが

平和である。（20代・女性・ミャンマー）

○自分らしく生活できること、行動できることが平和かな。自由に行

動できないのは平和とはいえない。（30代・女性・韓国）

○いつもニコニコ顔して、フレンドリーに過ごすこと。人との関係、

国との関係においてもお互いに助け合うこと。それが達成できて私

も平和です。みんなもそうあってほしい。（40代・女性・メキシコ）

○日本人は優しい。家族そろって健康で過ごしたい。できればまわり

のみんなと仲良くしていきたい。日本にはテロリストがいないし安

全だと思う。ここに暮らしている私は平和です。（30代・女性・インド）

○いじめもなく、戦争もなく、地球の自然環境の破壊をなくして、自

然を保護しながら豊かに暮らせれば平和であると思う。（30代・女性・

中国）

○心おだやかな状態が平和でしょう。国同士の平和ももちろん大事で

すが、それ以前に一人ひとりの穏やかな心の持ち方が大切だと思い

ます。（50代・女性・スリランカ）

○私は戦争や争いごとがなく暮らしてきたので、ときどきそのことへ

の感謝を忘れてしまいます。両親がベトナムを出てオーストラリア

へ移住した勇気に感謝しています。それで私は平和に生活してこら

れたのですから。（30代・男性・オーストラリア）

○個人的にも、国家レベルでも、また世界規模でも、真の人権尊重、

真の正義に基づく機会が、世界中の人々に与えられることで実現す

るのが平和です。しかし、現実の世界では、常に他の人々を、他国

を踏みにじって実現する平和を意味しています。それは、実現して

も一時的な虚構

の平和であり、

先進国の利益誘

導の、いわゆる

不正義に基づく

解決である限り、

戦争や紛争はな

くならないと思

います。「世界平

和は実現可能？」

……残念ですが、

とても悲観的で

す。（50代・男性・

ヨルダン）

公民館利用者に、「あなたにとって、平和とは？」と訊いてみました。

答えてくださったのは、国籍も、年齢、性別もさまざまな人たちです。 ＊国籍の表記のない回答は日本人。
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